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布
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要
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要
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地
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｡
窺
倣
｡
原
料

｡
燃
料

･
動
力

人
文
的
批
骨
的
嬰
寮

耽
引
形
式
｡
脚
蛍
市
場

六
.
政
務
及
製
品
椎
朔

k
､
結

締

一p緒

育

窯
｡
弊
働
力
｡
教
本

瓦
'
脱

文

市

場

信
集
廃
の
産
地
は
滋
賀
腺
の
南
部
甲
賀
郡
信
楽
町

･

長

野
･醐
山

､
雲

井

村

字
勅

苧
黄

瀬

'
小
原
村
字
小
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出
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三
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よ

与
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楽

郷
に
屠
す

る
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で
.
伊
賀
囲
境
を
走
る
笠
置
山
脈
の
北
に
枚
L
t
四
囲

峻
険
在
る
山
岳
に
て
外

へ
出
る
に
は
'
必
ず
険
し
さ
峠

を
越
ぬ
ば
夜
ち
ぬ
､
寅
つ
七
交
通
に
意
れ
な
い
盆
地
で

(り1)

此
の
峠
が
人
文
的
障
壁
の
慣
値
に
影
響
す
る
乙
と
甚
大

で
､
来
港
構
成
に
79
特
別
の
教
生
原
因
が
存
在
し
､
生

産
晶
ほ
て
も
或
る
特
別
の
器
物
を
以
て
他
の
陶
業
地
に

封
抗
し
凍
れ
る
現
状
に
興
味
を
感
じ
､
昨
夏
の
数
日
を

此
地
に
造
っ
た
｡
こ
し
ほ
纏
め
し

一
部
を
述
べ
大
方
の

御
指
導
を
仰
ぎ
後
日
の

研
究
資
料
に
致
し
た
い
と
存
じ

ま
す
｡

二
､
史

的

展

望

刷

原

始

時

代
(乃
)(4
)

信

楽
焼
の
超

脱
は

古

-

今
よ
-
千
二
百
年
前
里
武
天

(L:3)

皇
の
朝
､
離
宮
を
此
地
に
御
造
督
う
そ
の
紫
香
雁
の
宮

跡
は
古
瓦
の
教
掘
'
天
正
十
五
年
大
棚
の
第

一
回
鋳
造

地
と
し
て
多
肉
-
'
之
に
必
要
在
る
陶
器
製
相
場
が
焼

(=)

か
れ
た
ら
し
-
窯
の
谷
に
残
れ
る
犬
鷲
が
澄
明
す
る
.

し
か
し
土
罪
使
用
の
住
民
は
何
時
頃
か
記
す
る
材
料
な

打
州
信
難
蝕

の
立
地
的
楓

雛

(7)

し
｡
延
蕃
式
は
よ
る
と
朝
貢
問
で
あ
る
特
に
陶
器
作
与

が
優
れ
て
ゐ
允
.
平
安
時
代
に
な
み
内
乱
及
新
興
晶
の

た
め
振
は
ず
｡

㈱

種

車

時

代

源
嘱
朝
が
天
下
を
支
配
し
た
る
た
め
人
民
は
安
心
し

て
農
業
に
親
み
商
業
は
長
足
の
進
歩
L
t
農
民
は
椅
子

の
需
要
増
加
し
た
た
め
に
貯
減
の
必
要
を
戚
じ
'
弘
安

時
代
に
な
ら
'
種
寵
種
淀
の
生
産
と
在
つ
ね
が
､
飴
し

交
通
不
僻
の
力
め
販
路
は
限
定
n
れ
て
ゐ
ね
｡
種
潔
は

古
信
楽
と
い
以
'
素
地
が
粗
難
で
砂
を
含
み
甚
だ
登
校

で
あ
っ
て
'
軸
は
濁
黄
色
そ
の
上
に
淡
青
色
の
軸
を
掛

け
た
上
等
品
で
あ
る
｡

困

茶
壷

義

弟
時
代

延
暦
二
十
四
年
滑
最
澄
が
唐
よ
も
茶
子
を
激
嚢
堀
坂

本
村
に
輸
入
し
'
其
後
鮎
久
二
年
何
度
酉
が
宋
よ
も
茶

子
を
入
れ
宇
治
柏
尾
tこ
栽
培
し
て
よ
う
茶
業
凝
達
し
､

rJ
J
に
茶
寵
の
生
産
に
塵
化
し
た
｡
足
利
時
代
に
入
力

茶
道
流
行
し
､
茶
寵
需
要
益
々
増
加
し
､
京
都
を
中
心

に
茶
人
･
抹
茶
々
碗

･
水
指

･
茶
器
が
使
用
さ
れ
p
信

実

1

六
三



地

球

妨

二
十
五
港

長
の
時
泉
州
の
武
野
紹
鴎
が
原
作
み
茶
器
を
作
ら
之
を

(7=)

後
世
離
職
信
楽
と

い
ふ
｡
秀
膏
の
時
代
は
な
み
茶
道
隆

盛
と
な
ら
'
穂
川
家
光
に
至
っ
て
乙
の
信
楽
の
士
を
以

(I..)

て
小
堀
淀
江
守
政

一
の
遠
州
信
楽

｡
木
阿
輔
塞
中
の
嚢

中
信
楽

･
野
々
村
仁
楠
の
仁
清
信
楽

･
宗
日
石

宗
旦
信

楽
と
し
■て
知
ら
れ
､
信
楽
茶
器
の
名
肇
を
博
し
た
｡
之

は
銘
茶
む
貯

へ
で
青
菜
が
狸
ら
覆

い
特
色
で
著
名
で
あ

る
○甘

茶

入

時

代

徳
川
中
期
に
な
み
一
般
民
衆
が
茶
の
飲
用
を
好
み
'

(川
)

(ll
)

朝
廷
幕
府
の
御
用
晶
･
諸
大
名
の
愛
用

｡
大
衆
の
日
用

晶
進
出
の
食
め
'
作
家
も
自
ら
音
朴
の
風
趣
を
聡
却
し

日
用
品
を
乗
じ
た
る
結
果
p
茶
器
と
同
様
に
日
用
晶
が

多
景
多
産
は
階
つ
カ
O
LT
用
晶
と
し
て
は
梅
壷
･太
東
･

味
噌
藷
｡油
壷
.御
薗
黒
藷
･相
克
｡徳
利
･菓
子
盆
･焼
酎

壷
､
及
び
火
鉢
｡煤
塵
･皿
｡行
軍
｡土
鍋
･招
鉢
｡花
瓶
｡急

妨
六
雛

契

二

六
四

須
･土
瓶
･水
指
･油
指
･油
皿
･植
木
鉢
･翻
俳
用
陶
器
等

を
生
産
し
カ
｡

剰

家
具
及
装
飾
時
代

明
治
初
年
に
廃
藩
と
な
ら
､
操
業
は
自
由
と
を
つ
ね

が
御
用
茶
壷
の
不
用
､
通
貨
の
下
落
､
武
力
茶
箱

･
築

館
の
流
行
に
よ
-
一
時
不
振
と
を
-
p
製
晶
の
種
糠
も

担
化
し
､
奥
阿
婁
助
氏
､
糸
取
鍋

の
製
作
を
始
め
て
生

産
の
鞠
轍
を
聞
う
ね
る
79
､
交
通
不
便
と
仲
買
の
意
制

圧
の
た
め
利
益
金
を
生
産
設
備

･
横
眼
に
洗
-
革
能
は

ず
へ
嘗
晶
は
益
々
不
振
に
嚇
ぎ
新
製
品
は
販
路
意
の
如

-
な
ら
ず
'
加
ふ
る
に
人
口
膨
脹

･
失
業
者
増
加
で
不

況
の
底
に
走
っ
た
｡
谷
井
直
方
氏
の
生
海
鼠
軸
の
磯
見

に
よ
p
大
髄
基
礎
は
安
定
さ
れ
p
次
で
日
露
戟
軍
の
ね

め
飛
躍

的
の
磯
展
と
孜
力
大
正
初
年
は
再
び
財
界
不
況

の
反
動
で
減
少
し
カ
が
､
通
じ
て
家
具
飲
食
器
の
生
産

(E'f3)

が
盛
で
家
具
は
大
鯉
七
割
乃
至
八
割
に
及
ん
だ
｡
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亮
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火

鉢

時

代

欧
洲
戦
乱
後
は
財
界
の
好
貴
束
の
波
に
乗
･C,定
に
鉄

道
開
通
し
交
通
の
不
便
が
除
か
れ
た
町
で

一
骨
磯
展
性

に
拍
車
を
か
け
'
大
正
年
間
は
大
正
五
年
を
除

き
火
鉢

二
田

一
九
.
茎

1

八田

l

童
七
'葦
-

は
金
額
の
三
割
乃
至
七
割
を
占
め
.
常
に
王
座
を
古
め

昭
利
年
間
に
な
み
で
も
常
に
七
割
を
潰
け
鎮
座
新
種
を

獲
得
し
て
今
日
に
及
べ
み
｡

火
花

三
中

大
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.
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叫

大
正
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克
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〓

'
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i
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九
.p
吾
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悪

'
八
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〇

望

t
f
.0
0

望

p
九
O
O

四
一lp
O
脚
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証(1
)

(2
)
(3
)

(4
)

琉
日
本
Hi
に
は
何
部
舵
と
い
ふ
は
･1=･=
町
･
肋
旨
･榊
山
ふ

川
川
｡

多
躍
.R
｡杵
脱
色
誰
潮
･牧
村
で
朝
鮮
.
野
･i
は
信
柴
の
外
相
で
あ
る

西
日
興
四
郎

紛
粒
畔

の
釆

路
地
蝕
蝉
評
論
攣

義

解
六
雛

約
二
省
.工
務
局

工
難
訓
衣
劫
和

解
十
三
怨

節
糾
舵

日
本
帆
船
仝
鶴

撃

i

九
i･
二
許

虹
..J>
侶
難
曲

江
川
侶
難
煙
の
立
地
的
槻
雛

食
金

筒
皿

1'三
四

一
､
八
二
四

T
.
四
丑

ニ
'
栗

鼠

ニ
'
1
空

1
,
毘

八

二
t
S

〇

七
'
0
0
0

(6
)

(6
)

非構
成
率‰心

5.,LJ三二二三JJ

靖

軸

金

高

桃
成
申

皿

‰

三
'○
告

三
三

空

.
孟

(

三

〇

天

'
砦

0

望

竺

'
0
0
0

志

望

'
六
八
〇

吾

竺

'
三

鼠

票

田
p
窯

〇

七

1
0
'
吾

0

1
四

急

.iI

も
小

(.I;m

Iq
O
r
六
ニ
.a

二

二
九
'
八
八
八

(
11六
､
空

八

宋

四
､
0
豊

1
､
O
H.九
'
空

0

見

三
'
買

?

充

.a..
宝

]

望

0
'
0
0
0

(7
)

譜
兼
協
骨

陶
磁
非
工
栄

上
客

五
十
五
苅

日
本
軍
記

簸
た
紀
に

｢
新
羅
丈
夫
日
給
人
近
江
菅
各

色
瞥
i
=

赴
以
妃
江
圃
比
布
陶
人
則
夫
日
掛
役
人
也
｣
長
野
の
紫
谷

も
錐
谷

で
天
日
槍

の
社
務
が
剛
法
伴
授

松
本
作
太
郎

本
邦
陶
磁
鍍
達
考

窯
業
郊
龍

凹
十
二
怨

延
寄
五
年
離
醐
大
塊
が
11
-妃
を
雄
せ
ら
れ
柵
閥
の
制
式
を
究
め
掛

買
.tLl

六
五



地

政

第

二
十
五
番

ひ
し
時
p
近
江
･藁
鶴
｡
抑

磨
｡大
和
｡
河
内
｡
稀
浄
血
和
泉
｡備
前
｡讃

岐

｡
筑
前

の
十
図
は
襲
す

る
陶土
熊
を
以
て
役
に
充
て
し
め
ら
れ

た
｡
大
な
る
は
地
山
加
及
地
番

一
口
を
以
て
八
丁
に
充
て
小
な
る

は
燈
譲
二
宮
口
を
以
て

一
丁
に
発

つ
笹
晶
純
と
園
別
封
別
に
ょ
っ

て
柵
碑
な
る
尤
め
が
あ
っ
た
｡

1
丁
に
充

つ
る
と
は
役
十
日
に
州

即
せ
し
む
る
謂
な
り
｡
地
山
加
は
イ
ケ
ユ
ガ
で
瓶
の
安
正
石
許
､

確
は
,,､
カ
で
安
立
桁
許
で
あ
る
.

(8
)

余
森
村
水

本
細
別
詐
放
誰

三
懲

三
十
二
武

｢
帖
香
合
'

梅
林
川
藍
茶
白
土
'耳
付
小
花
也
同
印
余
銘

茶
L

(9
)

金
森
給
水

本
朝
陶
界
沈
設

大
谷

二
十

一
許

｢
永
然
休
会

雛
紀
｣

整

,迫
の
人
茄
に
用
ふ
る
茶
怨
を
造
り
氷
る
O
尤
も
他
人
風
流

の
許

な
-
､
利
休
｡
迫
安
中
少
粘
｡
諜
且
な
ど
は
手
敗
北
加
は
撃

b
ざ
り
L

と
磯
ゆ

三

光
悦
｡
竣
申
｡詫
条

e
雅
只
な
ど
の
作
を
見
る
に
太
に

あ
ら
ず
､
.ペ
コ
造
り
女

ヒ
ネ
リ
迩
り
な
り
'
婚
中
の
造

り
し
物
を

見
る
に
弊
許
に
て
焼
た

る
物
は
締
な
り
'
膳
所
焼

｡
信
楽
焼
土
を

以

て
造
る
も

の
と
M
心
は
る
j

(10
)

御
用
読
俗
に

｢
大
か
ま
L

l
･:･4
さ
れ
て
あ
っ
て
作
る
番
が
蛸
水

な

い

f上
部
に
耳
四
組
を
つ
け
中
火
以
下
は
出
色
､
た
め
に

｢
耳

附
倣
L
叉

｢
献
上
読
L
と
い
ふ
､
御
至

純
の
寸
法
は

上

盤
7
､
御

迦

献

三
尺
五
寸

一
､
久

離

御

宮

三
尺
四
寸

て

日

光

御

L=･=

三
八
四
寸

弟

大助

買

掛

1
'

洗
薬
出
御
軒

1
'
御
代
御
釜
躍

.
､
根
逝
御

誠

1
'
献

上
御

読

六
六

三
尺
三
寸

二
尺
.三
寸

二
尺
八
寸

二
尺
二
寸

北

兜
.I
F
村
上
寺
御
室
屋

1
.
御

泡

盛

1
､
御

召

御

盛

一
､
鶴

茶

御

盛

一
､
御
献
仰
御
壷

t
r
御
糾
鏑
衆
御
雑
御
遠

lt
P
御
私
物
御
姦

1
'
御
町
奉
行
御
宛
御
壷

.L
P
御
役
人
衆
御
捷
御
姦

蕊
/
三
尺
凹
寸

三
尺
こ
寸

三
八
五
寸
-

.I
寸

三
八
三
寸

二
尺
九
分
-

1
寸

二
八

t
寸
-

一
寸
五
分

一
尺
六
寸
五
分

牛
斤
､
小
串
斤

一
p
諦
佼
衆
御
盛

大
十
斤
r
四
八
四
寸
-

山
八
三
寸
五
分

御
州
倍
柴
焼
長
野
村
焼
物
雛
形
挫
(
石
野

聖

二
奴
保
存
)

1
p
本
碗
凹
ツ
組

一
'

.I
'
.i♪

1
､
鰭

皿

'-
.
小
紙
〓

1
'
大
猶

に

k
';.黙
帆
{
=

松
本
雅
胡

.I
r
1
p
ll
r
ll
p

陶
磁
然
工
輩

ニ
ッ
碗

1
'
三
ツ
砿

平

山

一
'
吸
物
碗

:

Ej

l
J
焼
物
皿

長

皿

1
'
食

椎

杓

子

茄
十
六
品

上
怨

五
五
九
第

信
楽
陶
業

の
超
脱
及
製
品
の
鉛
造



三､

地
理
的
分
布

(
五常分
ノ

一地
固
｢
水

口｣
参
照
)

山
城
･近
江
｡伊
嚢
三
間
に
接
し
､
四
面
山
に
囲
ま
れ

た
る
橋
架
盆
地
は
原
料
豊
富
の
力
め
菅
よ
ら
陶
業
磯
達

し

一
進

一
退
を

不
し
､
穂
川
時
代
に
杢
-
南
の
伊
賀
陶

業
の
発
展
に
打
撃
を
受
け
嘉

へ
カ
ム
と
は
云

へ
､
京
阪

の
匿
浄
都
市
h
t持
つ
関
係
上
困
難
な
る
糊
を
切
卓
抜
け

凍
っ
た
｡
盆
地
内
の
原
料
の
各
埋
蔵
地
近
-
陶
業
敏
速

L
t
大
磯
に
製
品
の
地
域
的
集
積
が
顕
著
で
あ
る
.

適

齢

火
鉢
｡
紅
鉢
｡枇
木
鉢
｡
糸

111丸
鋼
土
管
似
非
｡
日
川
日.E
呼
で

主
と
し
て
誠
｡
火
鉢
･
糸
1-丈
鍋
が
特
長
で
あ
る
O

購 読 勅 帥

I.･r'･,'淑 胃 山

行
中
｡
土
鍋
｡
急
領
｡熊

碗
･
皿

榊
仲
川
陶
非
｡土
瓶
｡食
難

燃

別

土

耕

｡

うー-1
差
徳

利

｡
接

立

種
子
与
川
謎
｡
究
燭

市
城
焼

･
小
非
物

以
上
p

長
野
｡勅
旨
｡黄
瀬
は
大
物
小
物
を
'
刺
両
･朝

耳
は
小
物
の
み
を
座
す
｡
耐
し
て
長
野
が
通
草
数
を
鎮

座
す
る
中
心
地
で
あ
る
か
ら
信
無
煙
と
云

へ
ば
長
野
の

雄
=州
が
代
表
す
る
と

い
っ
て
よ
い
｡

]ST
州

侶

兜

焼

の

立
地

的
槻

娯

朝
宮
陶
業
は
創
期
評
で
な

い
が
'
上
胡
宮
の
古
墳
よ

み
の
克
器
の
蓋
杯
よ
少
祝
部
時
代
か
と
推
考
3
'れ
る
が

交
通
不
便
の
尭
め
振

は
ず
､
輩
湖
陶
業
は
元
勢
州
紳
月

城
主
雲
林
院
小
監
飯
粧
長
久
入
道
が
伊
賀
丸
柱
よ
カ
移

し
た
ら
と
云

ヘ
ビ
も
原
料
悪
し
き
た
め
撮
は
ず
､
長
野

の
み
は
附
近
に
良
質
粘
土
が
豊
富
に
あ
タ
'
陶
器
濁
特

た
る
披
珊
停
接
が
血
族
的
靭
係
基
礎
に
よ
わ
確
保
さ
れ

叉
発
作
-
職
人
が
多
数
居
住
の
尭
め
普
茶
韓
は
長
野
は

製
作
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
共
に
長
野
の
み
東
焼
-
柿
利
を

認
め
ら
れ
､
燭
古
的
立
場
よ
タ

1
暦
磯
展
に
拍
車
を
か

け
近
代
に
夜
-
原
料
が
大
物
を
製
す
る
に
最
も
好
都
合

な
る
た
め
珪
鹿
設
備
と
朝
携
っ
て
断
然
と
頭
角
を
現
し

一
大
張
故
地
と
化
し
カ
O

四
､
立
地
的
要
素

盛
岡
と
場
所
と
を
通

じ

て
経
済
現
象

を
見
る
と
き

〔〓
)

｢
錐
酒
立
地
｣
が
成
立
す
る
｡
立
地
の

概

念

は
農
業
の
土

地
と
気
候
と
を
基
礎
と
し

て之
に
栽
培
す
る
植
物
に
及

ぶ
が
如
-
'
工
業
に
放
て

は白
熱
要
素
た
る
原
料

･
燃

男
五

六

七



地

球

節
二
十
五
容

料
･動
力
に
夏
に
配
骨

的

･
人
文
的
要
素
た
る
労
働
力
･

資
本
｡工
業
政
男
･運
賃
工
父
通
｡
地
代
等
に
支
配
さ
れ
､

(〓〕

兎
に
角
複
新
改
人
文
現
象
の
表
現
で
あ
っ
て
'
現
賓
の

立
地
形
態
は
滞
在
的
候
件
と
し
て
工
業
社
牽
引
す
る
有

(L=5)

効
尺
度
を
知
る
乙
と
が
必
要
で
あ
る
｡
又
､
陶
業
地
骨

は
比
校
的
ほ
大
在
る
審
問
に
わ
た
っ
て
或
種
の
工
業
が

庶
-
行
は
れ
で
複
新
工
業
丑
観
を
豊
し
て
ゐ
る
｡

囲

自
然
的
要
素

イ

地
勢

｡
気
候

(
｢'i-)

信
楽
盆
地
の
膚
は
笠
置
山
脈
が
走
力
､鮭
ケ
獄
(
七
百

三
十
八
人

兼
)が
些
向
寒
と
し
て
分
水
覇
を
覆
し
､
山

脈
は
南
東
よ
-
漸
次
関
南
に
向
つ
て
漸
次
低
-
在
っ
て

ゐ
る
C
丘
陵
は
花
園
岩
は
各
所
に
於
で
風
化
を
受
け
､

盈
地
内
を
流
れ
る
大
月
川
は
北
流
し
､
盆
地
の
水
を
基

め
て
史
に
酉
に
流
れ
宇
治
川
に
洗

い
で
ゐ
る
が
水
勢
が

豊
で
な

い
か
ら

何
等
工
業
的
財
源
を
得
る
に
至
ら
覆

い
｡
し
か
し
菅
は
唯

一
の
交
通
路
で
あ
っ
カ
｡
平
地
は

僅
か
は
川
の
両
岸
は
形
成
さ
れ
､
農
耕
地
は
鹿
家

一
月

に
○
｡四
反
し
か
常
ら
覆

い
貧
霧
さ
で
あ
る
｡

解
六
淡

冥

六

六
八

風
は
夏
西
風
南
風
が
多
-
､
冬
は
北
及
北
西
風
で
'

桶
畳
は

一
年
平
均
千
八
可
搬
で
協
嚢
膳
平
均
二
千
凝
ユ

タ
少
-
､
降
雪
は
至
っ
て
少
-
平
均
八
寸
位
な
る
も
'

地
勢
の
関
係
上
秋
が
早
-
'
春
が
遅
-
て
波
束
が
厳
し

さ
故
開
龍
は
貴
生
川
方
面
よ
-
十
日
も
遅
れ
､
柑
橘
蜜

柑
類
は

1
本
も
を
-
､
製
茶
が
鹿
家
の
唯

一
の
副
業
で

あ
る
O
E]

原

料

工
業
登
連
要
素
は
地
形
｡風
土
･
券
カ
･資
本
｡工
業
政

策
に
頻
る
と
は
云

へ
､
原
料
･燃
料
及
運
輸
の
優
否
が
牽

('=
)

引
力
の
大
在
る
原
園
と
在
る
｡
特
に
原
料
豊
富
で
交
通

便
利
の
力
め
工
業
隆
盛
と
在
っ
た
例
は
'
来
園

｡
猫
逸

h
l見
て
も
顕
著
を
事
賓
で
あ
る
｡
陶
業
の
原
料
た
る
粘

土
の
如
き
低
慨
で
目
方
の
発
き
物
は
､
遠
方

へ
移
動
す

る
を
魔
ふ
故
'
交
通
が
敬
達
し
を
け
れ
ば
原
料
地
附
近

に
聡
連
す
る
は
皆
無
の
事
で
あ
る
.

(捕
)

信
楽
盆
地
の
周
囲
は
花
崩
岩
よ
-｡
在
り
P
僅
か
は
雲

井
村
の

一
部
(
畑
)
･
朝
宮
村
下
朝
宮
の

一
部
(
野
尻
)
に(川
)

於
で
古
生
暦
を
見
る
の
み
セ
あ
る
｡
何
れ
の
丘
陵
も
濃



托
地
方
の
陶
業
地
帯
の
如
-
風
化
を
受
け
'
*
桝
に
粘

+
.
た
椎耕
し
て
ゐ
る
も
概
し
て
地
分
を
多
-
含
ひ
｡
粘

土

は故地
の
川
継
の
川
腹
山
麓
及
び
畑
と

い
は
ず
到
る

匿
に
嫌
す
る
が
､
そ
の
節
略
同

い
で
絶
て
枇
石
棺
わ
.令

み
比
較
的
粗
郷
な
る
経
過
の
み
で
挑
十
と
な
る
か
ら

製

訓
北
が
低
鵬
の
主

情
JJ.の
粗
相

･
枇
石
粒
の
た
め
枇

倣
な
る
･:化
成
に
ょ
る
燕
の
緑
化
に
封
す
る
･:火
炎
-1率
火
と

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

な
ら
'
冷
め
切
れ
少
-
､
火
物
製
作
に
舵
も
好
都
令
で

あ
-
､
‖;･
節
土
よ
･Jl
見
る
時
到
底
濃
化
地
方
の
帖
-二
に

此
し
て
産
婦
は
出
水
な

い
故
牌
水
も
比;
池
-
大
物
の
水

川
的
左
肘
ーこ
巡
り
が
耽

1.
の
柑
策
か
と
考
ら
jと
る
｡

ハ

素
地
土
川
の
JiS
料

二
本
松

滋
野
の
l内
部
に
位
L
t
はtit
も
便
利
の
良
d
J

川
で
砂
利
気
の
多

い
朴
十
で
あ
る
｡
火
に
ょ
-
冴
え
腰

も
あ
る
故
'
大
物
'3
料
に
約
も
好
ま
れ
る
が
現
収
は
ほ

と
<
ど
槻
-
油
rJれ
ね
軌
あ
か
｡

江
田

陶
器
試
凝
場
の
来
約
:口
火
僻
.の
塵
で
拭
大
槻

か
一し
て
ゐ
る
｡
rJ
の
柚
1
.は
水
簸
正
味
が
多

い
が
佼
-

火
に
は
弧
-
な
い
｡
そ
の
賦
ル
状
況
は

N
LO.
E
で
水

江
州
に

柴
燈
の
･TS:地
的
粒
･X
i

()､中
二､に
地
衣
よ
ら
▲ヽ

米､
. 乃､
Il ill.～

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

米
乃
卓
二
米
の
柾
ポ

混

-
の
砂
'

ヽ

ヽ
ヽ

米
常
北
卜
(
人
称
朴
+
tと
合
ひ
)､
一
光

第 --f司 江川の粘 LR.予断了n-

_-専一Tl.p_

･･.･小も- l･.
一一.′■

騒 き,;芦 ･;
,{'.ーJ

rEj .∫
整泣.-宣 誓

乃
▲七
,3
･L
.j
米
の
木
簡
机
,卜
で
､
そ
の
卜
に
∩
朴
･L
.那

税
収

一米
収
iL
佃
地
卜
に
結

い
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
｡

宍

～

･:へ
九



地

球

解
二
十
光
春

現
に
糸
耽
鍋
原
杵
と
し
て
盛
は
採
掘
す
｡

論
山

長
野
の
南
p
小
原
村
の
境
に
か
け
て

完
W
の

丘
陵
に
粘
土
が
賦
春
し
て
ゐ
る
｡
明
治
初
年
に
放
け
る

酒
手
'
相
場
製
造
原
料
と
在
っ
た
由
､
明
治
十
九
年
に

所
有
問
題
に
つ
き
辞
諭
と
夜
-
採
掘
三
年
間
中
止
の
歴

史
あ
る
む
以
て
諭
山
と

い
ふ
｡
砂
の
多

い
耐
火
粘
土
で

各
所
に
露
天
掘
が
行
は
れ
'
叉
残
存
粘
土
を
取
る
た
め

坑
道
掘
ほ
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
虞
が
あ
っ
て
採
掘
益
々
国
難

を
楽
し
で
ゐ
る
｡
賦
春
状
況
は

N
3
5
｡W
で
水
平
に

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

上
よ
-
砂
の
次
に

一
光
の
黒
木
節
粘
土
(良
質
)
一
米
の

ヽ
ヽ

蘭
色
砂
粘
土
､
次
は
二
光
の
木
節
粘
土

(
一
枚
の
褐
放

層
を
含
む
)
の
順
に
そ
の
区
域
最
も
廉

い
｡

勅
旨

多
少
有
色
で
､
白
色
は
比
較
的
少
-
吸
収
性

少

き
粘
土
で
あ
る
｡

茸
瀬

東
山
の
粘
土
は
下
等
で
土
地
で
使
用
し
'
五

人
の
粘
土
は
上
等
で
鼠
色
数
量
し
珪
石
粘
土
を
混
じ
て

ゐ
る
○
以
上
の
粘
土
を
調
製
す
る
に
､
晶
物
の
大
物
用
と
小

物

用の
積
数
に
依
っ
て
魔
班
を
塵

へ
る
｡
即
小
物
用
は

鮮
大
敗

四
宋

七
〇

大
物
用
に
比
べ
て
優
良
在
る
を
必
要
と
す
る
か
ら
水
攻

は
す
る
｡

大
物
用
は
そ
の
塵
班
長

も

筒

革
で
衛
士
を

以
て
足

(E:S
)

み
､
軍
に
原
料
を
紛
挿
し
､
之
を
舘
に
か
け
て
通
過
粉

末
を
戎
揮
裾
梁
と
煉
～,ht

一
箇
入
賞
目
の
玉
に
し
て
素

地
士
を
作
る
O
原
料
粘
土
を
粉
砕
す
る
は
多
-
女
手
で

O
C)
C)
0

之
を
士

は

た

-

と

い
u
t

一
日
LTTT十
賞
か
ら
百
四
十
賞

位
は
た
-
｡
小
物
用
は
之
を
朋
二
重
筋

(
一
寸
付
節
目

育
二
十
)
で
通
過
rb
せ
､
之
は
小
物
素
地
創
層
等
を
混

じ
て
玉
に
す
る
｡

(･T
)

粘
土
の
分
粒
試
戯
左
の
如
し
｡

iE

妹

羽
二
盟
舗
(甘
二
十
)

置
鍛
締
(
E
L"LTm
)

班
沖

二
本
松

六
〇
一
〇

一
l
･
〇

二

･
〇

一
五
｡

○

諭

川

三
七
･
五

一
八
｡

証

1
五
･

〇

三
二
｡
五

耐
火
度
試
廟
の
壮
鵜

C

長
野
二
本

松

ゼ
ー
ゲ

ル
錐

二
十
七
布

辞

朝

岡

勅

旨

同

江

川

目

論
出
(
砂

利
山)

同

朝

宮

木

節

同

二
十
七
芥

二
十
五
布

二
十
四
布

二
十
九
番

三

十

希



(…〓
示

性

分

析

の
結

基

i..･f
淑
粘
土
水
舷
物

耗

限

碁

土

酸
化
鉛

石
衣

詐
土

加

出
山
背

達

灼
熱
減
免

巽
を

1

二
八
品
四

三

宍

0
量
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仰
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激
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史
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れ
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叔
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薯
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熔
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あ
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史
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懲
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あ
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